
平成２７年度 

 

第１回 公立大学法人山形県立保健医療大学経営審議会 議事録 

 

日 時 平成 27年６月９日（火）10時 28分から 11時 40分まで 

場 所 202会議室 

出席者 青柳理事長、川崎理事、豊嶋理事、伊橋理事、渡辺理事、栗谷理事、中山委員、髙橋委員 

欠席者 なし 

監 事 村山監事、伊藤監事 

事務局 今野事務局次長、斎藤教務学生課長、岩澤総務企画専門員、鈴木総務企画主査 

 

１ 開会 

 

２ 議事録署名人 

・審議会議長である青柳理事長が、川崎委員、渡辺委員に議事録署名人の指名を行った。 

 

３ 審議事項 

（２）平成 26年度決算について 

・事務局から参考資料、資料１－１から１－３までにより、平成 26年度決算について説明 

 が行われた。 

・伊藤監事から資料１－４により、監事監査の結果について報告された。 

・質疑が行われ、原案のとおり議決された。 

＜質疑概要＞ 

 ① 平成 26年度も未収学生納付金収入が発生しているが、これまで貸し倒れはあるのか。 

  ⇒ ありません。 

 ② 損益計算書の経常収益の中に「その他の雑益」の項目があるが、これには何が含まれて 

  いるのか。 

  ⇒ １番大きなものは（大学入試センターからの）センター試験に関する経費の収入であ 

   り、これが約 340万円ほどです。その他にも、土日に大学の講義室などの施設を保健・ 

   医療関係者に貸し出した際の使用料なども含まれています。 

 

（２）平成 26年度 年度計画の事業実績について 

・事務局から資料２により、平成 26年度 年度計画の事業実績について説明が行われた。 

・質疑が行われ、原案のとおり議決された。 

＜質疑概要＞ 

   ① 「地元ナース」とは、いい言葉だと思うが、既に公に認められた言葉か。 

    ⇒ まだそこまでは、いっていない。 

   ② アカデミックハラスメントとは、何を想定しているか。ハラスメントという言葉が拡大 

    解釈されているのではと思うことがある。こちらとしては若い医師に指導しているつもり 

    でもハラスメントと言われかねないことがある。大学ではどのようにしているのか。 



    ⇒ 教授等が他の教員や学生・大学院生に強権的な発言をすることがありうると考えてい 

     る。また、ハラスメントについては、あくまで受けた側からの見方であり、受けた側が 

     ハラスメントを受けたと感じるのであればそうなるとされている。実際の事例が聞こえ 

     てくることがあるが、おっしゃるとおり判断は難しいと思う。外部講師によるハラスメ 

     ントに関する講習会を受けて、頭を整理してやっているところである。 

   ③ 学部生と教職員に対し、ハラスメントに関するアンケートを実施し、その結果を公表し 

    たとあるが、一般にも公表したのか。 

    ⇒ 学内だけである。 

 

（３）中期目標期間における事業実績について（平成 21年度から平成 26年度） 

・事務局から資料３により、中期目標期間における事業実績について説明が行われた。 

・質疑が行われ、原案のとおり議決された。 

＜質疑概要＞ 

   ① 外国の研究者が講義・講演を行うときは、英語で話すのか。その場合の学生の理解度は。 

    質問はかなり出るのか。 

    ⇒ 通訳する人がいる場合もあるが、英語だけの場合でも思ったより理解していると感じ 

     ている。学生からの質問が多いか少ないかは、講義・講演のテーマによるようである。 

   ② 第２期の中期計画における科研費の申請件数に関する目標数値は。 

    ⇒ 県の法人評価委員会からは申請可能者が 100％申請することを目指すべきという意見 

     も出されたが、最終的に 90％以上を目指すことになった。本学の採択件数・採択率も医 

     療系の大学の中では低い方だとは思わないが、山形大学の看護学科の採択率が非常に高 

     いので、そこと比べられると厳しいものはある。 

   ③ 教員の評価というのは難しいと思うが、業績評価制度とはどのように実施しているのか。 

    また、その結果を処遇に反映させているのか。 

    ⇒ （資料５を用いて）教育、研究、社会貢献、大学運営の４項目について自己評価を行 

     い、これに対し各学科長が一次評価、理事長が二次評価を行うもの。処遇への反映まで 

     はまだ至っていないが、最優秀者に研究費の増額配分を行う顕彰制度は設けている。 

     また、若手教員のやる気を引き出すため、若手教員対象の顕彰制度を今年度検討するこ 

     ととしている。 

 

（４）平成 27年度補正予算について 

   ・事務局から資料４により、科学研究費助成金の交付内定に伴う間接経費の受入れ及びその 

    支出であることが説明され、特に質疑はなく、原案のとおり可決された。 

 

４ 報告事項 

（１）平成 26年度教員業績評価の実施結果について 

  ・事務局から資料５により実施結果について報告が行われた。 

  ・委員より資料内の数値（自己評価の比重設定状況）について再度精査を求める意見があり、 

   事務局で確認することとされた。 

 



５ その他 

・ハラスメントに関するアンケートの内容、結果、その後の対応などについて話題とされた。 

 

６ 閉会 

 

 ※ 配布資料 

・資料１-１ 平成 26年度財務諸表（案） 

・資料１-２ 平成 26年度決算報告書（案） 

・資料１-３ 平成 26年度事業報告書（案） 

・資料１-４ 監査報告書 

・資料２  公立大学法人山形県立保健医療大学 平成 26年度業務実績報告書（案） 

・資料３  公立大学法人山形県立保健医療大学 中期目標に係る事業報告書（平成 21年度 

      ～平成 26年度）（案） 

・資料４  平成 27年度公立大学法人山形県立保健医療大学補正予算（第１号）（案） 

・資料５  平成 26年度教員業績評価実施結果 

・参考資料 平成 26年度決算の概要 

以上 

 

 

 


